
 

 

 

 

 

Sustainable Development Goals  #07 

三河台小×SDGs 

地球環境の改善に向けて行動を起こそう！【６年総合的な学習の時間】 

 
福島市立三河台小学校では、６年生の「地球環境の改善に向けて、自分たちで何か行動を起こしたい」という

思いから、総合的な学習の時間を中心とした SDGsの学習に取り組みました。ごみ拾いやリサイクル、節電、節水、

酸性雨測定、食品ロスなど、子ども一人一人が自分でテーマを決め、地球環境の改善のためにできることを探究

してきました。 
＜地域に降った雨の液性を測る＞ 

＜節水の方法を伝えるポスター作製＞ 

＜不要な洋服でぬいぐるみを作る＞ ＜電化製品の使用電力を調べる＞ 

＜拾ったごみをリサイクルする＞ 

＜地域のごみ拾い＞ 

＜節電を呼びかけるシールを貼る＞ 

＜探究した成果を地域の方へ発信する＞ ＜探究した成果を下級生に発信する＞ 

地球環境の改善に対する周囲の意識を高めようと、地域の方々や下級生などへ探究した成果を発信しました。 

また、探究を通して、節電や節水、給食の食べ残しの軽減など、一人一人の行動の変容も見られました。 

これからは自分た

ちで地球を守り続け

られるようにしたい！ 


